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県立学校の部活動について 
［令和５年４月５日通知］ 

１ 基本的な考え方 

部活動（運動部及び文化部）については、「３つの密（密閉・密集・密接）」を避ける、「人

と人との距離の確保」、「手洗いなどの手指衛生」、「換気」など基本的な感染対策を行った上

で、地域の感染状況を踏まえ、生徒の健康・安全の確保のために内容や方法を工夫しながら

実施すること。 

⑴ 部活動の参加は、生徒本人と保護者の意向を尊重して、参加を強制しないこと。 

⑵ 生徒に発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がみられる時は、部活動への参加を見合

わせ、自宅で休養するよう指導すること。 

⑶ 生徒の健康・安全の確保のため、生徒だけに任せるのではなく、教師や部活動指導員等

が活動状況を確認すること。 

⑷ 部活動の実施に当たっては、各競技団体や文化芸術団体が作成するガイドラインを踏ま

えること。 

２ 活動に当たっての留意事項 

⑴ 活動について 

・ 用具等については、生徒間で不必要に使い回しをしないこと。 

・ 学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル（2023.4.1 

Ver.9）記載「感染のリスクが比較的高い学習活動（合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモニ

カ等の演奏、組み合ったり接触したりする運動等）」と同様の活動を実施する場合には、

活動内容に応じて、教室の構造や周囲の状況も踏まえた上で、気候上可能な限り、２方

向の窓を同時に開けて、常時換気を行うことや、大声での発声は控えること等、一定の

感染症対策を講じることが望ましいこと。 

・ 新型コロナウイルス感染症に限らず、季節性インフルエンザ等も含めて、感染症が流

行している場合などには、部活動の活動内容等に応じて、生徒に対してマスクの着用を

促すことも考えられるものの、その場合においても、着用を強いることのないようにす

ること。 

・ 同じ部活動に所属する生徒等が食事する際なども含め、部活動の内外を問わず感染症

対策を徹底すること。 

⑵ 活動場所について 

・ 体育館など屋内で実施する必要がある場合は、こまめな換気や、手洗い、消毒液の使

用（消毒液の設置、生徒が手を触れる箇所の消毒）を徹底すること。 

・ 更衣室や部室の利用に当たっては、「３つの密」を可能な限り避けること。 

⑶ 活動時間等について 

・ 活動時間や休養日については、「岩手県における部活動の在り方に関する方針（改訂

版）」に準拠し各校で策定した「学校の部活動に係る活動方針」によることとするが、生

徒の体調等を考慮し適切に設定すること。 

・ 活動に当たっては、感染リスクの低減に配慮した、より短時間で効果的な内容となる

よう工夫して取り組むこと。 

・ 長期休業期間においては、地域の感染状況に応じ、密集したり近距離で行ったりする

活動等を避けるため、例えば午前と午後で活動時間を分け、校庭や体育館を広く活用す
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るほか、空き教室等を活用する、または、社会体育施設等を活用するなど、地域の実情

に応じた工夫を検討すること。 

⑷ 練習試合及び合同練習について（遠征等を含む） 

・ 企画・実施に当たっては、地域の感染状況等を踏まえ、部活動を担当する教師のみで

行うのではなく、学校として責任をもって、大会等の参加時と同様の感染拡大を防止す

るための対策を講じること。 

・ 生徒の健康状態を把握し、体調に不安を抱える生徒や参加を希望しない生徒は、参加

させないこと。また、参加に当たっては、事前に保護者の同意を得ること。 

⑸ 各種大会等への参加について 

・ 大会やコンクール等の参加に当たっては、学校として主催団体とともに責任をもって、

大会における競技、演技、演奏時等はもとより、会場への移動時や会食・宿泊時、会場

での更衣室や会議室等の利用時などにおいても、生徒、教師等の感染拡大を防止するた

めの対策を講じること。 

・ 生徒の健康状態を把握し、体調に不安を抱える生徒や参加を希望しない生徒は、参加

させないこと。また、参加に当たっては、事前に保護者の同意を得ること。 

・ 大会における活動以外の場面（移動、宿泊、会場での待機時間等）も含め、生徒、教

師等の感染防止対策を講じること。 

担当 

保健体育課学校体育担当 

TEL：019-629-6190 


